
●
は
じ
め
に

　

労
働
組
合
は
民
主
主
義
の
主
要
な
担

い
手
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
最
初
に
労
働

組
合
が
結
成
さ
れ
た
の
は
一
九
四
七
年

の
分
離
独
立
よ
り
三
〇
年
近
く
前
の
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
下
の
一
九
一
八
年
で
、

ま
た
一
九
一
九
年
に
創
設
さ
れ
た
政
労

使
の
三
者
構
成
で
あ
る
国
際
労
働
機
関

（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
へ
の
労
働
者
側
の
代
表
を

選
ぶ
必
要
性
か
ら
、
一
九
二
〇
年
に
は

最
初
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

全
イ
ン
ド
労
働
組
合
会
議
（
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

Ｃ
、現
在
は
イ
ン
ド
共
産
党
〔
Ｃ
Ｐ
Ｉ
〕

系
の
組
織
）
が
誕
生
し
た
。
法
制
面
で

は
、
労
働
組
合
の
登
録
を
定
め
る
労
働

組
合
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
一
九
二
六

年
で
、
ア
ジ
ア
の
開
発
途
上
国
の
な
か

で
も
早
い
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

世
界
最
大
の
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
少
な
く
と
も
制
度
の
上
で

は
、
そ
の
名
に
恥
じ
な
い
歴
史
を
も
有

す
る
の
が
イ
ン
ド
で
あ
る
。

　

小
稿
で
は
労
働
の
領
域
に
お
け
る
イ

ン
ド
民
主
主
義
の
ゆ
く
え
と
し
て
、
国

レ
ベ
ル
の
労
働
組
合
組
織
に
焦
点
を
あ

て
る
。
民
主
主
義
と
い
う
国
の
政
治
体

制
に
関
わ
る
大
き
な
枠
組
み
の
な
か
で

は
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
、
す
な
わ
ち
労
働

組
合
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
関

す
る
議
論
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
し
、
ま

た
、イ
ン
ド
で
み
ら
れ
る
政
治
政
党（
あ

る
い
は
政
治
信
条
を
持
つ
組
織
）
に
よ

る
労
働
組
合
の
系
列
化
は
、
同
じ
く
マ

ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
よ
り
明
示
的
に
扱
う

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し

こ
の
こ
と
は
イ
ン
ド
の
労
使
関
係
が
中

央
集
権
的
で
あ
る
こ
と
は
意
味
し
な

い
。
な
お
、
イ
ン
ド
で
は
国
や
産
業
の

み
な
ら
ず
企
業
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て

は
事
業
所
レ
ベ
ル
で
も
複
数
の
組
合
が

存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
政
党
系
列
化
と

も
関
連
し
て
い
る
。
労
働
組
合
の
政
党

系
列
化
や
複
数
組
合
化
は
、
労
働
組
合

の
分
裂
・
細
分
化
の
帰
結
で
あ
る
こ
と

も
少
な
く
な
か
っ
た
（
参
考
文
献
④
）。

労
働
組
合
の
分
裂
・
細
分
化
は
、
と
り

わ
け
国
レ
ベ
ル
の
労
働
組
合
の
形
成
史

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
参
考
文
献

①
）。

　

こ
こ
で
次
の
点
を
補
足
し
て
お
く
。

イ
ン
ド
で
は
国
レ
ベ
ル
の
労
働
組
合
の

組
織
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
い

う
呼
称
よ
り
も
「
中
央
」
と
い
う
語
を

用
い
た
中
央
労
働
組
合
組
織
（
Ｃ
Ｔ
Ｕ

Ｏ
）
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
は
イ
ン
ド
で
よ
く
み
ら
れ
る
中
央

（
連
邦
政
府
）
と
州
と
の
対
比
に
お
い

て
、
前
者
の
事
柄
に
関
わ
る
も
の
と
し

て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
中
央
労
働
組
合
組
織
と
認
定
さ
れ

る
に
は
、
四
州
以
上
か
つ
四
つ
以
上
の

産
業
・
部
門
で
五
〇
万
人
以
上
の
労
働

者
を
組
織
す
る
必
要
が
あ
る
（
た
だ
し

特
に
地
理
的
な
広
が
り
に
関
す
る
要
件

で
あ
る
州
の
数
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条

件
を
満
た
し
て
い
な
い
組
織
も
中
央
労

働
組
合
組
織
に
認
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
）。
今
日
、
中
央
労
働
組
合
組

織
は
一
二
組
織
に
の
ぼ
る
（
後
掲
表
2

参
照
、
組
合
員
数
が
五
〇
万
人
に
満
た

な
い
Ｎ
Ｆ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
│
Ｋ
Ｏ
Ｌ
は
定
義
に

従
え
ば
中
央
労
働
組
合
組
織
に
は
認
定

さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
）。
中
央
労
働

組
合
組
織
に
認
定
さ
れ
る
と
、
国
や
産

業
レ
ベ
ル
の
三
者
構
成
会
議
や
二
者
構

成
会
議
へ
の
参
加
が
認
め
ら
れ
、
ま
た

Ｉ
Ｌ
Ｏ
な
ど
の
国
外
の
同
様
の
会
議
へ

の
参
加
へ
の
道
も
開
か
れ
る
。
し
か
し

定
義
か
ら
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
中
央

労
働
組
合
組
織
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し

も
全
国
を
代
表
す
る
と
い
う
意
味
で
の

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
セ
ン
タ
ー
で
は
な
い

組
織
も
存
在
す
る
。

　

小
稿
で
は
二
〇
〇
二
年
に
実
施
さ
れ

た
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
（
以
下
で
説
明
）
の

結
果
を
用
い
て
中
央
労
働
組
合
組
織
の

趨
勢
を
確
認
し
て
い
く
が
、
同
時
に
、

そ
の
勢
力
の
拡
大
に
み
ら
れ
る
特
性
を

明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
今
後

の
展
望
を
ま
と
め
る
。

●
労
働
組
合
の
組
織
化
趨
勢
と
中

　

央
労
働
組
合
組
織

　

そ
も
そ
も
イ
ン
ド
の
労
働
組
合
の
組

織
率
は
ど
の
程
度
な
の
だ
ろ
う
か
。
イ

ン
ド
で
は
労
働
組
合
数
に
関
す
る
統
計

に
問
題
が
あ
る
た
め
、
正
確
な
組
合
組

インド民主主義体制の
ゆくえ̶挑戦と変容

特 集

中
央
労
働
組
合
組
織
の

組
織
化
動
向
と
ゆ
く
え

太
田
仁
志
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織
率
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
近
年

の
組
合
組
織
率
が
五
％
を
上
回
っ
て
い

る
の
は
確
実
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、

イ
ン
ド
の
中
央
労
働
組
合
組
織
を
確
定

す
る
た
め
に
二
〇
〇
二
年
一
二
月
末
日

を
基
準
日
と
し
て
実
施
さ
れ
、
二
〇
〇

八
年
に
最
終
結
果
が
発
表
さ
れ
た
Ｃ
Ｔ

Ｕ
Ｏ
規
模
調
査
（
以
下
、
二
〇
〇
二
年

Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
）
で
、
労
働
組
合
員
数

が
二
四
六
〇
万
人
強
と
発
表
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
。
本
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
の
結
果

に
も
疑
義
が
呈
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
直
近
の
二
〇
〇
一
年
国
勢
調
査
に

お
け
る
労
働
者
数
の
四
億
二
二
三
万
人

を
分
母
に
し
て
組
合
組
織
率
を
推
計
す

る
と
、
六
・
一
％
（
＝
二
四
六
〇
万
人

÷
四
億
二
二
三
万
人
）
に
な
る
。
二
〇

〇
二
年
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
で
は
補
足
さ
れ

て
い
な
い
労
働
組
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

今
日
の
イ
ン
ド
の
労
働
組
合
の
組
織
率

は
お
そ
ら
く
は
六
〜
一
〇
％
程
度
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　

表
1
は
労
働
・
雇
用
省
に
よ
る
『
イ

ン
ド
労
働
統
計
』
と
前
記
二
〇
〇
二
年

Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
か
ら
労
働
組
合
数
お
よ

び
組
合
員
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
労
働
組
合
数
に
関
す
る
統
計
の
注

意
点
お
よ
び
本
表
の
解
釈
は
参
考
文
献

①
（
九
四
〜
九
七
ペ
ー
ジ
）
に
譲
る
と

し
て
、本
表
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、

表
頭「
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
相
対
比
」の
上
昇（
〇
・

二
四
九
↓
〇
・
四
〇
七
）
か
ら
、
い
ず

れ
か
の
中
央
労
働
組
合
組
織
の
傘
下
で

の
労
働
者
の
組
織
化
が
進
行
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
中
央
労
働
組
合
組
織
の
乱

立
・
労
働
組
合
の
細
分
化
と
い
う
状
況

で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が

地
固
め
を
進
め
て
い
る
状
況
が
窺
わ
れ

る
。

　

そ
れ
で
は
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
る
中

央
労
働
組
合
組
織
は
ど
こ
か
。
ま
た
勢

力
の
拡
大
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
二
年
と
そ
の

前
の
一
九
八
九
年
の
二
回
の
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ

調
査
を
ま
と
め
た
表
2
を
み
る
と
、
ま

ず
こ
の
一
三
年
間
に
、
中
央
労
働
組
合

組
織
と
認
定
さ
れ
る
組
織
は
八
組
織
か

ら
一
二
組
織
に
増
え
て
い
る
。
二
〇
〇

二
年
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
で
最
大
の
中
央
労

働
組
合
組
織
で
あ
っ
た
の
は
イ
ン
ド
労

働
連
盟
（
Ｂ
Ｍ
Ｓ
、
民
族
奉
仕
団
〔
Ｒ

Ｓ
Ｓ
〕
系
組
織
）
で
、
以
下
、
順
に
イ

ン
ド
国
民
労
働
組
合
会
議
（
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｕ

Ｃ
、
国
民
会
議
派
系
組
織
）、
Ａ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
Ｃ
、ヒ
ン
ド
労
働
者
連
盟
（
Ｈ
Ｍ
Ｓ
、

社
会
主
義
系
組
織
で
あ
る
が
ど
の
政
党

の
系
列
下
に
も
な
い
）、
イ
ン
ド
労
働

組
合
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
、
イ
ン
ド

共
産
党
〔
マ
ル
ク
ス
主
義
〕〔
Ｃ
Ｐ
Ｍ
〕

系
組
織
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
組
合

員
規
模
上
位
五
組
織
の
顔
ぶ
れ
は
一
九

八
九
年
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
と
変
わ
ら
な
い

が
、
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
と
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
順
位

が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
傘
下
の

組
合
員
数
が
一
〇
〇
万
人
を
上
回
る
の

は
規
模
第
六
位
の
全
イ
ン
ド
統
一
労
働

組
合
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｉ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
、
イ

ン
ド
社
会
主
義
統
一
セ
ン
タ
ー
〔
共
産

主
義
〕〔
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｉ
（
Ｃ
）〕
系
組
織
）

ま
で
で
あ
る
。

　

組
織
規
模
で
上
位
五
組
織
と
六
位
以

下
の
組
織
で
は
、
組
織
化
の
地
理
的
広

が
り
に
違
い
が
あ
る
。
上
位
五
位
の
Ｃ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
ま
で
の
組
織
化
の
地
理
的
範
囲

は
二
〇
州
以
上
に
お
よ
ぶ
。
そ
れ
に
対

し
て
六
位
以
下
の
中
央
労
働
組
合
組
織

に
つ
い
て
は
、
六
位
の
Ａ
Ｉ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｃ

が
一
四
州
、
九
位
の
全
イ
ン
ド
労
働
組

合
中
央
評
議
会
（
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
、
イ

ン
ド
共
産
党
〔
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン

主
義
〕
解
放
系
組
織
）
が
一
一
州
、
ま

た
一
一
位
の
統
一
労
働
組
合
会
議
（
Ｕ

Ｔ
Ｕ
Ｃ
、
革
命
社
会
党
系
組
織
）
が
七

州
で
組
織
化
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
以
外
の
中
央
労
働
組
合
組
織
に
つ

い
て
は
二
〜
四
州
の
み
に
し
か
地
理
的

な
広
が
り
を
持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
表

3
の
各
組
織
の
州
別
組
織
率
に
み
る
よ

う
に
、
規
模
六
位
以
下
の
中
央
労
働
組

合
組
織
は
特
定
州
・
地
方
組
織
と
い
う

色
彩
が
強
い
。
そ
の
典
型
的
な
例
が
規

模
一
〇
位
の
労
働
進
歩
同
盟（
Ｌ
Ｐ
Ｆ
）

で
あ
る
。
Ｌ
Ｐ
Ｆ
は
二
〇
一
一
年
五
月

の
州
議
会
選
挙
で
敗
れ
る
ま
で
タ
ミ
ル

ナ
ー
ド
ゥ
州
で
政
権
を
維
持
し
て
い
た

ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
進
歩
連
盟
（
Ｄ
Ｍ
Ｋ
）
の

系
列
労
働
組
合
で
、同
州
の
み
で
九
九
・

九
％
を
組
織
し
て
い
る
。
つ
ま
り
極
論

す
る
と
、
中
央
労
働
組
合
組
織
は
、
規

模
上
位
五
組
織
以
外
は
、
政
治
信
条
や

主
義
・
思
想
と
い
っ
た
要
因
が
あ
る
に

し
て
も
、
中
央
・
国
レ
ベ
ル
で
発
言
権

を
持
っ
た
地
方
組
織
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
中
央
労
働
組
合
組
織
の
な
か
で
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
の
は
、上
位
五
組
織
ま
で
で
あ
る
。

　

過
去
二
回
の
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
の
比
較

よ
り
各
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
伸
び

率
を
表
2
で
み
る
と
、
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
が

三
・
六
二
倍
と
最
も
大
き
く
、
つ
い
で

労
働
組
合
協
調
セ
ン
タ
ー（
Ｔ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
、

全
イ
ン
ド
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
・
ブ
ロ
ッ
ク

系
組
織
）
が
三
・
一
八
倍
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
が

二
・
一
八
倍
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
が
一
・
九
九
倍

と
な
っ
て
い
る
。
組
合
組
織
化
を
非
農

業
・
非
農
村
部
労
働
者
と
農
業
・
農
村

部
労
働
者
に
分
け
て
み
る
と
、
後
者
の

農
業
お
よ
び
農
村
部
労
働
者
が
中
央
労

働
組
合
組
織
の
組
織
化
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
農
業
お
よ
び
農
村
部
労
働
者
の

組
織
化
の
進
展
が
特
に
顕
著
な
の
が
Ａ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
Ａ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
守
備
範
囲
の
変
更
と
い
う
要

9

中央労働組合組織の組織化動向とゆくえ

アジ研ワールド・トレンド No.194 （2011. 11）



因
も
背
景
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
留
意

点
が
あ
る
に
し
て
も
、
五
大
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、

農
業
お
よ
び
農
村
部
労
働
者
で
の
拡
大

が
非
農
業
・
非
農
村
部
労
働
者
の
組
織

化
よ
り
も
進
展
が
大
き
く
、
ま
た
Ａ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
Ｃ
を
除
く
規
模
上
位
四
組
織
と
比

較
す
る
と
、
規
模
六
位
以
下
の
中
央
労

働
組
合
組
織
で
は
、
そ
も
そ
も
農
業
お

よ
び
農
村
部
労
働
者
の
比
率
が
高
い
。

つ
ま
り
組
織
化
に
成
功
し
て
い
る
中
央

労
働
組
合
組
織
の
特
性
と
し
て
、
農
業

お
よ
び
農
村
部
で
の
勢
力
拡
大
を
指
摘

で
き
る
。

●
非
組
織
部
門
で
の
イ
ニ
シ
ア　

　

テ
ィ
ヴ
の
重
要
性

　

二
〇
〇
二
年
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
の
結
果

で
注
目
す
べ
き
点
は
、
女
性
自
営
者
協

会
（
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
）
の
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
認
定
で

あ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
は
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を

は
じ
め
と
す
る
貧
困
削
減
へ
の
取
り
組

み
で
世
界
に
知
ら
れ
る
、
非
組
織
部
門

に
活
動
の
場
を
置
く
労
働
組
合
か
つ
協

同
組
合
で
あ
る
。
非
組
織
部
門
と
は
、

統
計
の
定
義
と
し
て
、
従
業
員
規
模
が

十
人
に
満
た
な
い
民
間
企
業
（
ま
た
一

部
、
規
模
一
〇
〜
二
四
人
を
含
む
）
を

指
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
二
〇
〇
二

年
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
で
は
非
組
織
部
門
で

の
労
働
組
合
の
組
織
化
の
動
向
を
直
接

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
Ｓ
Ｅ

Ｗ
Ａ
だ
け
で
な
く
組
織
規
模
の
拡
大
に

近
年
成
功
し
て
い
る
中
央
労
働
組
合
組

織
は
非
組
織
部
門
労
働
者
の
組
織
化
に

力
を
入
れ
は
じ
め
て
い
る
。
農
業
お
よ

び
農
村
部
労
働
者
の
大
部
分
は
非
組
織

部
門
に
分
類
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
こ
と

は
前
段
で
み
た
そ
の
組
織
化
の
進
展
か

ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
に
関
し
て
も
う
ひ
と
つ
特

徴
的
な
の
は
、
い
ず
れ
の
政
治
政
党
の

系
列
下
に
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
系
列

の
異
な
る
労
働
組
合
が
垣
根
を
越
え
て

共
同
行
動
を
と
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も

少
な
く
な
か
っ
た
が
、
系
列
政
党
の
思

惑
と
労
働
組
合
側
の
政
治
政
党
へ
の
配

慮
が
イ
ン
ド
の
労
働
運
動
に
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
き
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ

る
。
ま
た
、
政
党
と
の
結
び
つ
き
を
通

じ
て
労
働
組
合
は
政
治
的
影
響
力
を
確

保
し
て
き
た
側
面
も
あ
る
。
し
か
し
近

年
は
、
政
党
が
労
働
組
合
へ
の
便
宜
供

与
の
よ
う
な
こ
と
を
以
前
ほ
ど
し
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
労
働
組
合
が
発
言

力
を
維
持
・
拡
大
す
る
に
は
、
長
ら
く

関
心
が
向
か
な
か
っ
た
広
大
な
非
組
織

部
門
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ

る
（
参
考
文
献
①
、
②
）。
し
か
し
非

組
織
部
門
で
の
組
織
化
は
、
政
党
系
列

下
の
労
働
組
合
に
よ
る
、
と
り
わ
け
男

性
正
社
員
・
正
規
従
業
員
の
組
織
化
に

有
効
で
あ
る
よ
う
な
伝
統
的
な
組
織
化

モ
デ
ル
で
は
容
易
に
は
進
ま
な
い
。
Ｓ

Ｅ
Ｗ
Ａ
の
勢
力
拡
大
は
こ
の
よ
う
な
文

脈
で
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
政
治
政
党

と
無
関
係
の
い
わ
ゆ
る
独
立
系
組
合
に

よ
る
非
組
織
部
門
の
組
織
化
に
つ
い
て

は
、
一
九
九
五
年
に
結
成
さ
れ
た
全
国

労
働
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｃ
Ｌ
）
に
対
す
る

期
待
も
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
し
か
し

Ｎ
Ｃ
Ｌ
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
中
央
労

働
組
合
組
織
に
は
認
定
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
そ
も
そ
も
Ｎ
Ｃ
Ｌ
が
中
央

労
働
組
合
組
織
認
定
を
目
指
し
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
が
、
実

は
Ｎ
Ｃ
Ｌ
の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ

た
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
は
Ｎ
Ｃ
Ｌ
が
そ
の
認
定
を

目
指
さ
な
い
こ
と
に
反
対
し
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ

を
離
脱
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
さ

ら
に
同
じ
く
Ｎ
Ｃ
Ｌ
創
設
メ
ン
バ
ー

で
、
組
織
部
門
の
（
請
負
労
働
者
な
ど

の
）
非
正
規
従
業
員
の
組
織
化
に
取
り

組
む
諸
組
合
が
二
〇
〇
一
年
に
「
労
働

組
合
の
新
し
い
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
」（
Ｎ

Ｔ
Ｕ
Ｉ
）
を
結
成
し
、
結
果
的
に
Ｎ
Ｔ

Ｕ
Ｉ
加
盟
組
合
は
Ｎ
Ｃ
Ｌ
を
離
脱
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｉ
も
現
在
、

中
央
労
働
組
合
組
織
認
定
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
も
非
組
織
部
門
で
の
運
動

を
さ
ら
に
強
固
に
す
る
こ
と
を
志
向

し
、
現
在
は
中
央
労
働
組
合
組
織
へ
の

認
定
に
向
け
て
動
い
て
い
る
（
参
考
文

献
③
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
政
治
政

党
系
列
下
に
な
い
労
働
組
合
連
合
体
で

も
、
分
裂
・
細
分
化
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。
組
織
の
分
裂
・
細
分
化
は
今
日

に
お
い
て
も
、
イ
ン
ド
労
働
運
動
の
特

性
で
あ
る
。

　
●
む
す
び

　

 

二
〇
〇
二
年
の
調
査
か
ら
九
年
が

経
過
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
イ
ン
ド

で
は
新
た
に
中
央
労
働
組
合
組
織
の
確

定
を
す
べ
く
、
二
〇
一
一
年
末
を
基
準

日
と
す
る
新
し
い
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
の
実

施
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
小
稿
の
最
後

に
、
そ
の
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
に
よ
る
中
央

労
働
組
合
組
織
認
定
を
め
ぐ
る
展
望
を

ま
と
め
る
。
小
稿
で
の
議
論
を
踏
ま
え

る
と
、
本
二
〇
一
一
年
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査

に
関
す
る
論
点
と
し
て
、
以
下
の
諸
点

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
順

序
は
重
要
性
を
表
す
も
の
で
も
筆
者
の

関
心
の
大
き
さ
を
表
わ
す
も
の
で
も
な

い
）。

　

第
一
に
、
全
体
の
組
織
化
趨
勢
で
あ

る
。
二
〇
一
一
年
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
で
も

中
央
労
働
組
合
組
織
は
組
織
数
お
よ
び

傘
下
の
組
合
員
数
と
も
に
拡
大
が
見
込

ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
組

10アジ研ワールド・トレンド No.194 （2011. 11）



織
化
趨
勢
、
具
体
的
に
は
農
業
・
農
村

部
労
働
者
や
非
組
織
部
門
労
働
者
の
組

織
化
が
ど
の
程
度
進
展
し
て
い
る
の

か
、
注
目
さ
れ
る
。

　

第
二
に
、
五
大
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
の
動
向
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
か

ら
の
こ
の
間
に
、
中
央
政
府
は
Ｒ
Ｓ
Ｓ

と
関
係
を
持
つ
イ
ン
ド
人
民
党
（
Ｂ
Ｊ

Ｐ
）を
中
心
と
す
る
国
民
民
主
連
合（
Ｎ

Ｄ
Ａ
）
か
ら
国
民
会
議
派
を
中
心
と
す

る
統
一
進
歩
連
合
（
Ｕ
Ｐ
Ａ
）
に
政
権

が
移
っ
た
。
因
果
関
係
は
別
と
し
て
、

Ｂ
Ｍ
Ｓ
の
組
織
規
模
の
拡
大
は
Ｂ
Ｊ
Ｐ

の
勢
力
拡
大
に
並
行
し
て
い
る
。ま
た
、

会
議
派
が
与
党
に
な
り
、
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｃ

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。
中
央
政
府
の
政

権
交
代
と
系
列
労
働
組
合
の
組
織
化
趨

勢
の
関
連
性
の
如
何
は
重
要
で
あ
る
。

前
回
調
査
で
と
も
に
共
産
党
系
の
Ａ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
Ｃ
に
大
き
く
後
れ
を
と
っ
た
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
の
組
織
化
動
向
も
注
目
し
た
い
。

　

第
三
に
、
前
記
と
関
連
す
る
が
、
特

定
州
・
地
方
組
織
と
し
て
の
色
彩
の
強

い
中
央
労
働
組
合
組
織
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
の
如
何
で
あ

る
。
と
り
わ
け
二
〇
〇
二
年
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ

調
査
で
百
万
人
以
上
を
組
織
化
し
て
規

模
六
位
に
つ
け
た
Ａ
Ｉ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
は
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
位
置
づ

け
を
確
保
で
き
る
か
興
味
深
い
。
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
が
ど
の

よ
う
な
形
で
進
む
の
か
、
あ
る
い
は
進

ま
な
い
の
か
、
イ
ン
ド
の
マ
ク
ロ
・
レ

ベ
ル
の
労
働
組
合
運
動
の
動
向
を
読
み

解
く
う
え
で
は
重
要
で
あ
る
。

　

第
四
に
、第
三
の
点
に
関
連
す
る
が
、

特
定
州
・
地
方
組
織
の
動
向
で
あ
る
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
二
〇
一
一
年

五
月
の
州
議
会
選
挙
で
タ
ミ
ル
ナ
ー

ド
ゥ
州
で
は
政
権
交
代
が
実
現
し
た
。

政
権
の
座
を
追
わ
れ
た
Ｄ
Ｍ
Ｋ
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
Ｌ
Ｐ
Ｆ
は
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
か
。
ま
た
よ
り
注
目
さ
れ
る
の

が
、
同
じ
く
五
月
の
州
議
会
選
挙
で
、

西
ベ
ン
ガ
ル
州
で
は
三
四
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
政
権
政
党
で
あ
っ
た
Ｃ
Ｐ
Ｍ

か
ら
草
の
根
会
議
派
に
政
権
が
交
代
し

て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｍ
系
の
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
組

織
化
趨
勢
全
体
に
も
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
現
在
西
ベ
ン
ガ
ル
州

で
は
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
傘
下
の
労
働
組
合
に
よ

る
、
草
の
根
会
議
派
系
労
働
組
合
で
あ

る
イ
ン
ド
国
民
草
の
根
労
働
組
合
会
議

（
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
へ
の
所
属
の
変
更

が
大
き
く
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
。
労

働
運
動
が
伝
統
的
に
活
発
な
西
ベ
ン
ガ

ル
州
で
の
政
権
交
代
は
中
央
労
働
組
合

組
織
の
趨
勢
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

第
五
に
、
第
一
の
点
に
も
関
連
す
る

が
、非
組
織
部
門
の
組
織
化
に
関
わ
る
、

政
治
政
党
に
帰
属
し
な
い
独
立
系
労
働

組
合
の
動
向
で
あ
る
。
と
り
わ
け
Ｎ
Ｃ

Ｌ
と
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｉ
が
中
央
労
働
組
合
組
織

に
認
定
さ
れ
る
か
関
心
が
も
た
れ
る
。

　

実
は
今
回
の
Ｃ
Ｔ
Ｕ
Ｏ
調
査
に
際

し
、
政
府
は
中
央
労
働
組
合
組
織
の
認

定
要
件
の
引
き
上
げ
を
提
案
し
て
い

る
。
新
し
い
要
件
と
し
て
、「
八
州
以

上
で
各
州
八
万
人
以
上
、
か
つ
八
つ
以

上
の
産
業
・
部
門
で
の
労
働
者
の
組
織

化
」
な
ど
が
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
が
あ

る
が
、
労
働
組
合
は
認
定
要
件
が
厳
し

く
な
る
変
更
に
反
対
し
て
お
り
、
二
〇

一
一
年
九
月
現
在
、
結
論
は
出
て
い
な

い
。
筆
者
は
認
定
要
件
引
き
上
げ
に
条

件
付
き
で
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
引
き

上
げ
の
結
果
と
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ａ
の
よ
う

な
主
と
し
て
非
組
織
部
門
を
組
織
化
す

る
労
働
組
合
が
中
央
労
働
組
合
組
織
の

認
定
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態

は
、
労
働
の
領
域
に
お
け
る
イ
ン
ド
民

主
主
義
の
後
退
で
あ
る
。
こ
の
点
は
新

し
い
認
定
要
件
の
決
定
に
あ
た
り
、
十

分
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
お
お
た　

ひ
と
し
／
在
デ
リ
ー
海
外
研

究
員
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表1　労働組合数の推移

年次
登録組合数
（1）

報告書提出
組合数（2）

報告書提出組合の
組合員数（3）

登録組合における組合員数の
単純推計値（4）

CTUO組合員数
（5）

CTUO相対比（6）
［＝（5）/（4）］

CTUO相対比
（5年移動平均値から算出）

1987年 48,529 10,953 793.5万 3,515.7万

1988年 49,255 8,668 705.5万 4,008.9万

1989年 51,449 9,674 926.2万 4,925.8万 12,267,928 0.249 0.299

1990年 50,797 8,386 693.1万 4,198.4万

1991年 52,773 8,351 609.4万 3,851.0万

1992年 54,885 9,073 573.9万 3,471.7万

1993年 54,969 6,776 312.9万 2,538.3万

1994年 56,044 6,265 409.3万 3,661.4万

1995年 57,163 8,048 651.6万 4,628.2万

1996年 58,206 7,229 559.4万 4,504.1万

1997年 59,875 8,774 737.3万 5,031.4万

1998年 61,199 7,291 722.9万 6,067.9万

1999年 64,040 8,061 639.4万 5,079.7万

2000年 65,286 7,231 541.7万 4,890.8万

2001年 65,616 6,513 587.1万 5,914.8万

2002年 67,515 7,734 692.4万 6,044.4万 24,601,589 0.407 0.438

2003年 74,230 7,229 627.2万 6,440.3万

2004年 73,959 5,217 339.1万 4,807.3万

2005年 77,994 8,255 871.1万 8,230.2万

2006年 76,857 8,411 895.1万 8,179.1万

（出所）　（1）～（3）はGovernment of India, Indian Labour Statistics各年版およびPocket Book of Labour Statistics 2009（http://labourbureau.nic.in/PBLS_2009.pdf、2011年9月3日ダウンロード）。
                 2006年の数値は労働・雇用省ホームページの同2007/2008年版（http://labourbureau.nic.in/ILS_2007_08.pdf、2011年9月3日ダウンロード）。（5）は、1989年の数値は木曽順子［2003］
                『インド開発のなかの労働者：都市労働市場の構造と変容』（日本評論社）表6-7（p.202）、また2002年の数値はHMS提供によるCTUO調査（資料提供は2007年11月20日）。それ以外
               の数値は以上をもとに筆者算出。
（注）　「登録組合における推計組合員数」は、登録組合数に占める報告書提出組合数の比率で組合員数を序した単純推計値。

表2　CTUOの趨勢

（出所）　2002年CTUO調査（HMS提供資料、2007年11月20日）、および1989年の数値はOrganiser, August 28, 1994, pp. 8-9。構成比と増減は筆者算出。
（注）　各組織の略称および系列政党は本文参照（NFITU-DHLおよびNFITU-KOLを除く）。なおSEWA、AICCTU、LPF、UTUC、NFITU-DHN、NFITU-KOLは1989年調査での数値はない。
            つまりCTUOではない。

 組合員数
（既出）

非農業、
非農村部
組合員数

農業、
農村部
組合員数

農業、
農村部比率

組合員数
非農業、
非農村部
組合員数

農業、
農村部
組合員数

農業、
農村部比率

全体
非農業、
非農村部

農業、
農村部

BMS 6,215,797　  4,879,480　 1,336,317　     21.5％　 3,117,324　 2,769,556　 347,768　 11.2％　 1.99　　 1.76　　 3.84　　

INTUC 3,892,011　 2,947,205　 944,806　 24.3％　 2,706,451　 2,587,378　 119,073　 4.4％　 1.44　　 1.14　　 7.93　　

AITUC 3,342,213　 1,971,907　 1,370,306　 41.0％　 923,517　 905,975　 17,542　 1.9％　 3.62　　 2.18　　 78.12　　

HMS 3,222,532　 2,641,988　 580,544　 18.0％　 1,477,472　 1,318,804　 158,668　 10.7％　 2.18　　 2.00　　 3.66　　

CITU 2,677,979　 2,567,010　 110,969　 4.1％　 1,798,093　 1,768,044　 30,049　 1.7％　 1.49　　 1.45　　 3.69　　

AIUTUC 1,368,535　 622,861　 745,674　 54.5％　 802,806　 433,416　 369,390　 46.0％　 1.70　　 1.44　　 2.02　　

TUCC 732,760　 183,553　 549,207　 74.4％　 230,139　 30,792　 199,347　 86.6％　 3.18　　 5.96　　 2.76　　

SEWA 688,140　 383,946　 304,194　 44.2％　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　 　

AICCTU 639,962　 135,023　 504,939　 78.9％　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　 　

LPF 611,506　 314,419　 297,087　 48.6％　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　 　

UTUC 606,935　 274,846　 332,089　 54.7％　 539,523　 229,225　 310,298　 57.5％　 1.12　　 1.20　　 1.07　　

NFITU-DHN 569,599　 180,338　 389,261　 68.3％　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　 　

NFITU-KOL 33,620　 28,953　 4,667　 13.9％　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　　 －　 　

2002年

CTUO

1989年 増減（2002年/1989年）
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表3　CTUOの州別構成比率

（出所）　表2に同じ。構成比は筆者算出。

州
1．
BMS

2．
INTUC

3．
AITUC

4．
HMS

5．
CITU

6．
AIUTUC

7．
TUCC

8．
SEWA

9．
AICCTU

10．
LPF

11．
UTUC

12．
NIFTU-
DHN

13．
NIFTU-
KOL

計
州別CTUO
傘下
組合員数

Andaman & 
Nicobar

0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.2％ 0.0％ 0.2万

Andhra Pradesh 21.4％ 6.2％ 15.8％ 4.7％ 7.7％ 10.0％ 246.1万

Assam 0.7％ 8.6％ 1.0％ 1.6％ 1.6％ 0.0％ 3.9％ 1.4％ 2.2％ 53.9万

Bihar 5.9％ 7.9％ 23.4％ 2.8％ 0.3％ 12.0％ 80.7％ 0.1％ 9.1％ 223.4万

Jharkhand 4.8％ 3.6％ 3.5％ 12.3％ 1.3％ 2.0％ 8.5％ 0.1％ 99.8％ 1.0％ 6.7％ 164.4万

Chandigarh 0.1％ 0.0％ 0.4％ 0.1％ 1.8万

Delhi 5.4％ 6.4％ 1.3％ 4.5％ 0.4％ 2.2％ 1.2％ 0.1％ 0.2％ 3.4％ 82.4万

Gujrat 2.6％ 1.3％ 0.5％ 0.7％ 0.1％ 78.4％ 0.1％ 3.2％ 79.7万

Goa 0.0％ 0.0％ 1.0％ 0.1％ 0.0％ 0.2％ 3.9万

Haryana 2.2％ 0.1％ 1.1％ 0.9％ 0.9％ 3.2％ 1.1％ 27.5万

Himachal Pradesh 1.5％ 0.1％ 0.7％ 0.4％ 0.1％ 0.5％ 13.2万

Jammu & Kashmir 0.4％ 0.2％ 0.1％ 0.1％ 3.7万

Karnataka 0.4％ 2.4％ 0.6％ 4.2％ 2.9％ 0.3％ 4.4％ 1.6％ 38.7万

Kerala 2.5％ 1.8％ 6.5％ 4.2％ 24.6％ 0.8％ 8.0％ 5.3％ 129.3万

Maharashtra 8.5％ 11.5％ 3.0％ 11.7％ 1.5％ 0.3％ 6.1％ 149.4万

Madhya Pradesh 8.8％ 5.7％ 1.5％ 0.5％ 0.4％ 0.0％ 15.5％ 6.4％ 3.9％ 96.0万

Chattisgarh 3.3％ 7.6％ 1.0％ 1.8％ 0.5％ 0.0％ 2.4％ 60.0万

Manipur 0.1％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.7万

Meghalaya 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.1万

Orissa 7.4％ 8.1％ 4.3％ 22.6％ 1.1％ 1.1％ 6.9％ 169.4万

Punjab 4.3％ 2.1％ 5.5％ 1.6％ 0.3％ 2.4％ 59.3万

Pondichery 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.1％ 0.1％ 0.0％ 0.3万

Rajasthan 7.2％ 0.6％ 5.4％ 7.3％ 1.0％ 0.1％ 3.7％ 91.7万

Tamil Nadu 1.5％ 5.6％ 5.2％ 4.5％ 9.5％ 0.2％ 1.7％ 99.9％ 6.1％ 150.8万

Tripura 0.0％ 0.1％ 0.0％ 2.4％ 7.1％ 6.1％ 0.7％ 16.3万

Uttar Pradesh 7.2％ 6.7％ 1.3％ 5.9％ 0.6％ 0.1％ 1.1％ 0.1％ 3.9％ 97.0万

Uttaranchal 1.7％ 0.2％ 0.2％ 0.0％ 0.3％ 0.5％ 12.6万

West Bangal 2.2％ 12.8％ 17.2％ 7.4％ 42.1％ 77.9％ 88.2％ 2.4％ 90.1％ 92.6％ 19.9％ 488.5万

計 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％
2460.2万

CTUO組合員数 621.6万 389.2万 334.2万 322.3万 267.8万 136.9万 73.3万 68.8万 64.0万 61.2万 60.7万 57.0万 3.4万 2460.2万


